
JP 4767876 B2 2011.9.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　間隔をおいて立設された２個の支柱の前面壁に取付金具を介してビームが架設された柵
のビーム取付構造であって、取付金具は、縦板部の一端に形成された支柱取付部を除いて
、縦板部の上下端からそれぞれ前方にビーム保持部が延設され、支柱取付部及びビーム保
持部にはそれぞれ１個のボルト取付孔が穿設され、該ボルト取付孔を介して、前記支柱取
付部は１個のボルトにより支柱に取付けられると共に、ビーム保持部に保持されたビーム
の端部は１個のボルトにより固定されるようになされると共に、縦板部の上下端からそれ
ぞれ前方に延設された上側のビーム保持部及び下側のビーム保持部は、いずれもその支柱
取付部側の端部に縦壁が形成され、かつ該縦壁間は隙間をあけて形成されていることを特
徴とする柵のビーム取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は道路等に設置されるパネル柵やビーム柵、メッシュフェンス柵等の柵のビーム
取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、道路等に設置されるビームの取付構造としては、例えば特許文献１には、傾斜地
に鉛直に植立された複数本の支柱と、これら支柱の間に前記傾斜地に対してほぼ平行に差
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し渡されビームと、これらビームと前記支柱の間に介装された上り継手及び下り継手とか
ら構成され、前記各継手は、ビームの中心線を結ぶ傾斜基線に関して下側の受けと、前記
傾斜基線に関して上側の蓋と、前記ビームの端部に上側から蓋をかつ下側から受けを同時
に締付けたナットと、前記支柱のネジ孔に受けを締付けた横ボルトとから構成され、前記
受けは、上開放半筒形の受け筒と、その基端内側に外周縁が固定された、支柱の外周に沿
った取付板と、前記受け筒の先下部に形成された締付孔と、前記取付板に傾斜基線に関し
て上側に位置するように形成された上孔と、同じく傾斜基線に関して下側に位置するよう
に形成された下孔とから構成され、前記蓋は、下開放半筒形の蓋筒と、その先端内側に固
定されるかまたは蓋筒先端部に挿通された縦ボルトとから構成された傾斜地用金具を用い
た防護柵のビーム取付構造が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平７－８２７１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のビームの取付構造では、垂直方向の傾斜にはある角度までは対応
できるものの、水平方向に角度をつけて設置する場合には、別の金具を用いなければなら
ないため、金具の種類が増え、また、施工時においては、取付場所によって金具を判別し
ながら施工しなければならないため、煩雑となり、非常に煩わしいものであった。
【０００５】
　そこで本発明は、１種類の金具で上下方向と水平方向の両方の角度に対応することがで
きる柵のビーム取付構造を提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は次のような構成としている。
　すなわち、本発明に係る柵のビーム取付構造は、間隔をおいて立設された２個の支柱の
前面壁に取付金具を介してビームが架設された柵のビーム取付構造であって、取付金具は
、縦板部の一端に形成された支柱取付部を除いて、縦板部の上下端からそれぞれ前方にビ
ーム保持部が延設され、支柱取付部及びビーム保持部にはそれぞれ１個のボルト取付孔が
穿設され、該ボルト取付孔を介して、前記支柱取付部は１個のボルトにより支柱に取付け
られると共に、ビーム保持部に保持されたビームの端部は１個のボルトにより固定される
ようになされると共に、縦板部の上下端からそれぞれ前方に延設された上側のビーム保持
部及び下側のビーム保持部は、いずれもその支柱取付部側の端部に縦壁が形成され、かつ
該縦壁間は隙間をあけて形成されていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、取付金具を、縦板部の一端に形成した支柱取付部を除いて、縦板部の
上下端からそれぞれ前方にビーム保持部を延設し、支柱取付部及びビーム保持部にはそれ
ぞれ１個のボルト取付孔を穿設し、ボルト取付孔を介して、支柱取付部を１個のボルトに
より支柱に取付けると共に、ビーム保持部に保持されたビームの端部を１個のボルトによ
り固定するようにしているため、支柱取付部に穿設したボルト取付孔に挿通したボルトを
中心にして、取付金具を上下方向に回動させることができるので、柵の設置場所の傾斜に
自在に対応することができると共に、ビーム保持部に穿設したボルト取付孔に挿通したボ
ルトを中心にして、ビームを水平方向に回動させることができるので、柵の設置場所の曲
率に自在に対応することができ、１種類の取付金具をもって、柵の設置場所の傾斜と曲率
に対応できるので、多種類の取付金具を製作・保管するコストを低減でき、取付場所によ
って取付金具を判別しながら施工しなければならないと言った施工時の煩わしさを解消す
ることができ、また、柵を仮組み立てした後で、設置現場の傾斜や曲率に現場に合せたビ
ーム角度や取付金具の角度の微調整作業を効率よく実施することができる。
【０００８】
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　更には、縦板部の一端に形成した支柱取付部を除いて、縦板部の上下端からそれぞれ前
方にビーム保持部を延設しているため、支柱に支柱取付部をボルトで固定する際、挿通す
るボルト又はナットがビーム保持部に干渉しないので、ビーム保持部にビームを固定した
後、支柱に取付金具を固定することも可能となり、施工性の向上を図ることができる。
【０００９】
また本発明において、縦板部の上下端からそれぞれ前方に延設された上側のビーム保持部
及び下側のビーム保持部は、いずれもその支柱取付部側の端部に縦壁が形成され、かつ該
縦壁間は隙間をあけて形成されている。かようにすることにより、取付金具を介してビー
ムを支柱に取付ける際、ビーム端部を縦壁に押し当てて位置決めすることができるので、
ビームの取付作業を効率的に実施することができると共に、取付けられたビームの端面を
縦壁によって隠蔽することができるので、外観を向上させることができ好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
本発明の実施の形態について、図面に基づき以下に具体的に説明する。
すなわち、図１は柵のビーム取付構造の参考例を示す分解斜視図、図２は図１に示す取付
金具の斜視図、図３は本発明に係る柵のビーム取付構造の実施形態を示す分解斜視図、図
４は図３に示す取付金具の斜視図である。
【００１１】
　１は支柱であり、その下部は地中に埋設され適宜間隔で複数本地表に立設される。この
支柱１の正面側と背面側の適宜位置に金具取付用ボルト孔１１が相対して同一水準で穿設
されている。支柱１の頂部にはキャップ１２が取付られ、見栄えを良くすると共に、雨水
などが支柱１の内面に流入するのを防いでいる。支柱１は断面円形状等の適宜断面形状の
金属管で作製され、その表面は塗装やメッキ等の処理が施されている。
【００１２】
　２はビームであり、複数の支柱１の前面壁間に２個の取付金具３を介して架設されてい
る。ビーム２の端部側面には相対して同一水準でビーム取付孔２１が穿設されている。ビ
ーム２も、一般的に従来から用いられている断面円形状等の適宜断面形状の金属管で作製
され、その表面は塗装やメッキ等の処理が施されている。
【００１３】
　取付金具３は、縦板部３１の一端に形成された支柱取付部３２を除いて、縦板部３１の
上下端からそれぞれ前方にビーム保持部３３が延設され、支柱取付部３２及びビーム保持
部３３にはそれぞれ１個のボルト取付孔３４が穿設されて、該ボルト取付孔３４を介して
、支柱取付部３２は１個のボルトＢ１により支柱１に取付けられると共に、ビーム保持部
３３に保持されたビーム２の端部は１個のボルトＢ２により固定されている。また、縦板
部３１は支柱取付部３２と反対側の端部が切り欠かれ、ビーム２を縦板部３１側に回動し
た際、縦板部３１の端部が当たらないようになしている。さらに、支柱１を正面にして、
ビーム２を右側に取付ける場合と、左側に取付ける場合があるが、右勝手・左勝手の取付
金具を別個に作成するのは面倒であり、コストもかかるため、本形態では取付金具３を上
下線対称として、左右共用できるようになしている。
【００１４】
　また図３、図４に示す形態においては、特に図１、図２に示す形態と異なる点を説明し
、他の点については図１の形態と略同様であるのでその説明は省略する。
　３５は取付金具３の縦板部３１の上下端からそれぞれ前方に延設された上側のビーム保
持部３３及び下側のビーム保持部３３の支柱取付部３２側の端部に形成された縦壁であっ
て、上側のビーム保持部３３の支柱取付部３２側の端縁から垂下させた縦壁３５と、下側
のビーム保持部３３の支柱取付部３２側の端縁から立設させた縦壁３５とが隙間をあけて
対向して形成されている。
【００１５】
　次に、ビーム２を支柱１の左右方向に取付ける方法について説明する。
　まず、ビーム保持部３３を反対の位置になるようにして、２個の取付金具３の支柱取付



(4) JP 4767876 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

部３２に穿設されたボルト取付孔３４を合わせ、ボルト取付孔３４、３４と支柱１の金具
取付用ボルト孔１１とにボルトＢ１を挿通し、ワッシャＷ１とナットＮ１とで締着する。
次に、ビーム保持部３３に穿設されたボルト取付孔３４とビーム２に穿設されたビーム取
付孔２１とを合せて、それらにボルトＢ２を挿通し締着して、ビーム２を取付金具３にワ
ッシャＷ２とナットＮ２とで締着し固定する。
【００１６】
　なお、ビーム２を取付金具３に取付ける際、ビーム２の端部を取付金具３に形成された
縦壁３５に押し当てて、その位置決めをすることができるので、ビーム２の取付作業を効
率よく実施することができる。
【００１７】
　そして、支柱取付部３２に穿設したボルト取付孔３４に挿通したボルトＢ１を中心にし
て、取付金具３を上下方向に回動させることができるので、柵の設置場所の傾斜に自在に
対応することができると共に、ビーム保持部３３に穿設したボルト取付孔３４に挿通した
ボルトＢ２を中心にして、ビーム２を水平方向に回動させることができるので、柵の設置
場所の曲率に自在に対応することができ、１種類の取付金具３をもって、柵の設置場所の
傾斜と曲率に対応できる。
【００１８】
　また、縦板部３１の一端に形成した支柱取付部３２を除いて、縦板部３１の上下端から
それぞれ前方にビーム保持部３３を延設しているため、支柱１に支柱取付部３２をボルト
Ｂ１で固定する際、挿通するボルトＢ１がビーム保持部３３に干渉しないので、上記取付
手順とは異なり、ビーム保持部３３にビーム２を固定した後、支柱１に取付金具３を固定
することも可能となり、施工性の向上を図ることができる。
【００１９】
　また、ボルトＢ１、Ｂ２をやや緩めに締め込み、柵を仮組み立てした後で、設置現場の
傾斜や曲率に合せてビーム２角度や取付金具３の角度の微調整作業を実施する際、ボルト
Ｂ１、Ｂ２を締付作業の邪魔になるものがないので、微調整作業を効率よく実施すること
ができる。
【００２０】
　なお、支柱取付部３２に穿設するボルト取付孔３４を矩形状に形成し、ボルトＢ１とし
て、ボルト取付孔３４よりやや小形の矩形突部がその首下に形成された角根ボルトを用い
ることにより、ボルトＢ１とワッシャＷ１、ナットＮ１とを締め込む作業において、ボル
ト取付孔３４にボルトＢ１の矩形突部を嵌め込むことでボルトＢ１とナットＮ１との共回
りを防ぐことができ、好ましい。
【００２１】
　また図３に示すように、ビーム保持部３３の支柱取付部３２側の端部に形成した縦壁３
５によって、ビーム２の端面を隠蔽することができるので、外観を向上させることができ
る。尚、縦壁３５の形態は図３、図４に示す形態に限定されるものではなく、上側のビー
ム保持部３３の端部から下側のビーム保持部３３の近傍まで縦壁３５を垂下させて、下側
のビーム保持部３３の端部には縦壁３５を形成しないものであってもよく、またその逆の
ものであってもよい。要は、取付金具３に取付けられたビーム２の端面が縦壁３５によっ
て略覆い隠すようになされていればよい。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明に係る柵のビーム取付構造によれば、取付金具を、縦板部の一端に形成した支柱
取付部を除いて、縦板部の上下端からそれぞれ前方にビーム保持部を延設し、支柱取付部
及びビーム保持部にはそれぞれ１個のボルト取付孔を穿設し、ボルト取付孔を介して、支
柱取付部を１個のボルトにより支柱に取付けると共に、ビーム保持部に保持されたビーム
の端部を１個のボルトにより固定するようにしているため、支柱取付部に穿設したボルト
取付孔に挿通したボルトを中心にして、取付金具を上下方向に回動させることができるの
で、柵の設置場所の傾斜に自在に対応することができると共に、ビーム保持部に穿設した
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ボルト取付孔に挿通したボルトを中心にして、ビームを水平方向に回動させることができ
るので、柵の設置場所の曲率に自在に対応することができ、１種類の取付金具をもって、
柵の設置場所の傾斜と曲率に対応できるので、多種類の取付金具を製作・保管するコスト
を低減でき、取付場所によって取付金具を判別しながら施工しなければならないと言った
施工時の煩わしさを解消することができ、また、柵を仮組み立てした後で、設置現場の傾
斜や曲率に現場に合せたビーム角度や取付金具の角度の微調整作業を効率よく実施するこ
とができる柵のビーム取付構造として、好適に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】柵のビーム取付構造の参考例を示す分解斜視図である。
【図２】図１に示す取付金具の斜視図である。
【図３】本発明に係る柵のビーム取付構造の実施形態を示す分解斜視図である。
【図４】図３に示す取付金具の斜視図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１　　支柱
　１１　金具取付用ボルト孔
　１２　キャップ
　２　　ビーム
　２１　ビーム取付孔
　３　　取付金具
　３１　縦板部
　３２　支柱取付部
　３３　ビーム保持部
　３４　ボルト取付孔
　３５　縦壁
　Ｂ１、Ｂ２　ボルト
　Ｎ１、Ｎ２　ナット
　Ｗ１、Ｗ２　ワッシャ
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